
根雨
小学校

 

１８人（順不同）

黒坂
小学校

 

１１人（順不同）
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一
般
会
計
予
算 
歳
入

　

ま
ち
の
一
般
会
計
の
歳
入
（
ま

ち
に
入
っ
て
く
る
お
金
）
は
、
自

主
的
に
収
入
で
き
る
自
主
財
源

（
町
税
、
分
担
金
、
負
担
金
、
使

用
料
、
手
数
料
な
ど
）
と
、
国
・

県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
割
り
当
て

ら
れ
た
り
す
る
依
存
財
源
（
地
方

交
付
税
、
町
債
、
国
・
県
の
支
出

金
な
ど
）
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
当
初
予
算
で
は
、

１９

自
主
財
源
は
、
総
額
７
億
１
０
８

０
万
円
（
昨
年
度
実
績
見
込
よ
り

９
７
８
１
万
円
の
減
）
を
見
込
ん

で
お
り
、
歳
入
全
体
の　

・
２
６

２５

㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
は
、
地
方
交
付
税
を

　

億
４
０
０
０
万
円
（
昨
年
度
実

１６績
見
込
よ
り
３
２
８
９
万
円
の

減
）、
県
支
出
金
を
１
億
６
９
３

０
万
円
（
昨
年
度
実
績
見
込
よ
り

２
０
３
９
万
円
の
減
）、
事
業
を

行
う
た
め
に
計
画
的
に
資
金
を
借

り
入
れ
る
町
債
を
１
億
２
１
６
０

万
円
（
昨
年
度
実
績
見
込
よ
り
１

億
３
５
８
０
万
円
の
減
）
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
総
額
で
は
、　

億
２１

３
７
０
万
円
と
な
り
、
歳
入
全
体

に
占
め
る
割
合
は　

・
７
４
㌫
に

７４

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
財
源
不
足
と
な
っ
た
１

億
７
１
４
２
万
円
は
、
昨
年
度
と

同
様
、
雑
入
と
し
て
計
上
し
、
収

支
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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平成１９年度一般会計歳入予算集計表
（単位：千円、△減額）

対前年度比（㌫）比較増減
前年度実績見込額

(３月補正後数値 )
本年度金額科　目

３.６７１３,０１７３５５,０１９３６８,０３６町　税

１３.７６３３,１００２４０,５２２２７３,６２２諸収入

（３８.２８）（４７,４４９）（１２３,９６８）（１７１,４１７）（うち財源不足額）

△５８.１２△１２,２７７２１,１２４８,８４７繰入金

△１.９７△３２,８９２１,６７２,８９２１,６４０,０００地方交付税

△５２.７６△１３５,８００２５７,４００１２１,６００町　債

△１０.７５△２０,３９４１８９,６９３１６９,２９９県支出金

△３７.７４△４３,００５１１３,９３７７０,９３２国庫支出金

△６８.５９△１３１,６５２１９１,９５０６０,２９８その他（※１）

△２６.０２△３５,８３２１３７,７０２１０１,８７０その他（※２）

△１１.５０△３６５,７３５３,１８０,２３９２,８１４,５０４計

一般会計

歳 入
２８億１,４５０万円

●その他（※１）

　分担金及び負担金、使用料及び手数料

　財産収入・寄付金

●その他（※２）

　地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、地方消費税交付金

　株式等譲渡所得割交付金、自動車取得税交付金

　地方特例交付金、交通安全対策特別交付金
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ま
ち
の
平
成　

年
度
一
般
会
計

１９

予
算
の
歳
出
（
ま
ち
が
支
払
う
お

金
）
で
は
、
事
業
を
行
う
た
め
に

借
り
入
れ
た
町
債
の
返
済
金
で
あ

る
公
債
費
に
７
億
３
８
１
８
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
歳

出
全
体
の　

・
２
２
㌫
を
占
め
て

２６

お
り
、
昨
年
度
の
実
績
見
込
額
よ

り
約
３
㌫
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

最
も
割
合
が
大
き
く
、
町
財
政
を

圧
迫
す
る
大
き
な
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
福
祉
や
健
康
づ
く

り
、
保
育
所
運
営
な
ど
に
使
わ
れ

る
民
生
費
を
５
億
３
２
４
８
万
円
、

全
般
的
な
管
理
事
務
経
費
や
広
報
、

選
挙
事
務
な
ど
に
使
わ
れ
る
総
務

費
を
５
億
２
３
０
万
円
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
予
防
接
種
や
環
境
衛
生

な
ど
に
使
わ
れ
る
衛
生
費
を
３
億

５
３
０
３
万
円
、
農
地
保
全
、
森

林
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
る
農
林
水

産
業
費
を
２
億
３
０
１
３
万
円
、

学
校
教
育
、
社
会
教
育
に
使
わ
れ

る
教
育
費
を
１
億
８
１
２
５
万
円

と
し
て
い
ま
す
。

　

次
い
で
、
町
道
改
良
、
除
雪
な

ど
を
行
う
土
木
費
に
１
億
５
６
７

２
万
円
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
な

ど
を
行
う
商
工
費
に
５
６
５
８
万

円
、
議
会
運
営
を
行
う
議
会
費
に

５
０
４
２
万
円
、
町
消
防
団
、
防

災
セ
ン
タ
ー
管
理
な
ど
に
使
わ
れ

る
消
防
費
に
１
２
４
３
万
円
を
そ

れ
ぞ
れ
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
歳
出
予
算
は
、
昨
年

度
実
績
見
込
み
に
比
べ
大
幅
に
減

額
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
下
の

グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一般会計

歳 出
２８億１,４５０万円

一
般
会
計
予
算 
歳
出

（カッコ内は前年度実績見込額との比較）
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ま
ち
の
平
成　

年
度
決
算
で
は
、

１８

約
１
億
２
４
０
０
万
円
の
赤
字
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年　

月
に
開
い
た
ま
ち
づ
く

１１

り
説
明
会
や
、
広
報
ひ
の
平
成　
１８

年　

月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
今
後

１２

　

年
間
の
収
支
推
計
に
も
あ
る
と

１０お
り
、
今
後
数
年
間
累
積
赤
字
は

増
え
続
け
、
平
成　

年
度
に
は
約

２２

４
億
８
６
０
０
万
円
の
累
積
赤
字

の
計
上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
ま
ち
が
各
種

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
た
お
金

の
返
済
が
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
る

こ
と
、
ま
ち
の
収
入
の
約
６
割
を

占
め
る
地
方
交
付
税
が
年
々
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
の
一
般
会
計
を
圧

迫
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
と
し
て
、

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
あ
り
ま

す
。
繰
出
金
は
、
国
や
ま
ち
の
基

準
に
よ
っ
て
６
つ
の
特
別
会
計
に

繰
出
す
お
金
で
、
そ
の
額
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
簡
易
水
道
、

公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排

水
事
業
の
３
会
計
で
は
、
施
設
整

備
な
ど
の
借
入
金
の
返
済
時
期
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
、
老
人
保
健
、
介
護
保
険

の
３
会
計
で
は
医
療
費
な
ど
の
給

付
費
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
こ

と
が
繰
出
金
増
加
の
要
因
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
を
下
げ

る
た
め
、
ま
ち
で
は
公
共
下
水
道
、

農
業
集
落
排
水
へ
の
加
入
を
促
進

し
た
り
、
医
療
費
を
下
げ
る
た
め
、

介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
む
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
特
別
会
計
予
算
は
7
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
再
建
団
体

に
陥
る
こ
と
だ
け
は
避
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
丸
と
な
っ
て

財
政
建
て
直
し
に
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

平成１９年度一般会計歳出予算性質別集計表
（単位：千円、△減額）

対前年度比

（㌫）
比較増減

前年度実績見込

(３月補正後数値 )
本年度科目

△３.４０△２１,１７７６２２,５２５６０１,３４８人件費

△５.１７△１２,７４０２４６,５６５２３３,８２５物件費

△１５.７８△２,７７７１７,５９９１４,８２２維持補修費

６.２９９,０９６１４４,５２４１５３,６２０扶助費

△１６.７０△１１０,１４８６５９,４７８５４９,３３０補助費

△７６.５９△１４３,３２７１８７,１３７４３,８１０普通建設事業費

△１００.００△７７,３５６７７,３５６０災害復旧事業費

△３.２０△２４,７０８７７２,７５３７４８,０４５公債費

３２.３０２２９７０９９３８積立金

△０.１１△５８５３,６２５５３,５６７貸付金

５.４０２１,２３１３９２,９６８４１４,１９９繰出金

△８０.００△４,０００５,０００１,０００予備費

△１１.５０△３６５,７３５３,１８０,２３９２,８１４,５０４計

財
政
難
の
解
消
へ
、
さ
ら
に
努
力
が
必
要
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今
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
事

業
の
必
要
性
・
効
果
な
ど
を
あ
ら

た
め
て
見
直
し
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
歳
出
の
削
減
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
削
減
す
る

内
容
は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
職
員
は
平
均　

㌫
を

１０

減
額
、
町
長
は
約　

㌫
、
助
役
は

３０

総
額
約　

㌫
、
教
育
長
も
総
額

１２

９
・
７
㌫
の
減
額
を
行
い
ま
す
。

　

ま
ち
で
は
、
歳
出
削
減
の
ほ
か
、

固
定
資
産
税
率
や
公
共
下
水
道
・

農
業
集
落
排
水
使
用
料
の
引
き
上

げ
な
ど
、
昨
年
度
か
ら
皆
さ
ん
に

負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
７
月
か
ら
ご
み
袋
・

シ
ー
ル
の
値
上
げ
を
行
い
ま
す
。

財
源
確
保
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成１９年度予算で見直し・削減を図った主なもの
削減額

（千円）
内　容項　目

１,９８７
平成１８年度からの７㌫ 削減に加え、さらに５㌫ を削減し、
計１２㌫の報酬削減を行う。また、議員定数を１２人から１０
人に削減

議員給与

３８０職員による文書配布などの実施強化文書発送

２１４各種点検委託を他施設との一括契約とし、経費を削減庁舎管理

３,３８５
県情報センターの財務サーバーを利用。黒坂支所業務シス
テムを廃止総合行政情報システム管理

５０４
契約変更による電話料金の削減。昼間消灯による電気料金
の削減電話 ･電気料金の削減

３０１
１００㌫ 納付：３㌫を２.５㌫、１００㌫ 未満：０.９㌫ を０.７㌫ に
減額納税報奨金の縮減

１０１
身体障害者手帳３・４級所持者、療育手帳Ｂ所持者などの医
療費助成を廃止町医療費助成の廃止

４,３２８黒坂保育所の入所対象年齢引き上げにより嘱託員を削減保育所嘱託員の削減

８,０３９
業者負担による公共下水道減溶化施設の増設による汚泥の
減少による負担金の減額。合併処理浄化槽の設置や公共下
水、農業集落排水施設接続によるし尿の減溶

環境衛生費用の削減

６１６時期改選期から委員数を１３人から１０人へ削減町農業委員数の削減

８００
日野川左岸事業による鳥獣害侵入防止柵の設置事業の普及
による事業費の見直し有害鳥獣駆除対策

８０６公園施設の草刈作業などについてボランティアを募集公園施設管理費用の削減

１,４６０
消耗品費の一括納品、除雪路線の組み合わせの精査による
運転委託料・機械借上げ料の減額除雪費の削減

１,１１６
隣保館長、隣保館指導員、生活相談員、人権教育推進員の報
酬月額の見直し隣保館等職員の報酬削減

１,３７６
準用保護児童生徒就学援助費の給食支援の見直し。児童生
徒の町営バス定期券の期間延長による通学費補助金の削減
と事務の簡素化

小中学校教育振興費の減額

３９４日常清掃を職員で行い、清掃業務委託料を削減文化センター管理

６５８図書情報の書誌情報入力を業者委託から職員実施に変更図書館管理

今
年
度
予
算
に
向
け
て
見
直
し
た
こ
と
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一
般
会
計
と
は
別
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
で
運
営
す
る
６
つ
の
特

別
会
計
予
算
の
内
訳
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
が
４
億
３
０
０

６
万
円
、
老
人
保
健
特
別
会
計
が

８
億
５
０
０
６
万
円
、
介
護
保
険

特
別
会
計
が
５
億
４
８
８
３
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
は

１
億
６
０
３
２
万
円
、
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
が
１
億
４
４
１

７
万
円
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
が
６
７
３
４
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

特別会計の予算額比較表
（単位：千円）

対前年度比
（㌫）

比較
平成１８年度
当初予算

平成１９年度
当初予算

会計名

３.３０１３,７４８４１６,３１６４３０,０６４国民健康保険

０.０１６９８４９,９８７８５０,０５６老人保健

６.２５３２,２９３５１６,５４１５４８,８３４介護保険

１３.９９１９,６７７１４０,６４５１６０,３２２簡易水道

５.４７７,４７９１３６,６９２１４４,１７１
公共下水道

事業

９.９４６,０９１６１,２４９６７,３４０
農業集落排水

事業

３.７４７９,３５７２,１２１,４３０２,２００,７８７合計

特
別
会
計
予
算

平
成　

年
度　

ま
ち
の
主
な
事
業

１９

予算額
（千円）

事業名担当課

１４３,０００広域行政（県西部広域行
政管理組合負担金）

総務企画課 １７,４１８過疎バス対策

３０,７８９選挙（知事、県議、町議、
町農業委員、参議院）

３,６９６

不動産鑑定委託（平成
２１年度の固定資産評価
替えに伴う標準宅地鑑定
評価の実施）

住民課

９９,３８０保育所管理運営

健康福祉課
１０,３９３老人保健（健康手帳の交

付、健康審査など）

５,３８１予防接種

９０,２４１障害者福祉（施設への
入・通所支援など）

８３,９５１
三町衛生施設組合負担
金（し尿・汚泥・ごみ共
同処理事業）

産業振興課

８,３８７
中山間地域総合整備
（日野川左岸地域の生活
環境基盤などの整備）

４４,０９４
中山間地域等直接支払
（地域での農地保全活動
への交付金）

１１,０１４
県営奥日野広域農道整
備負担金

１,１２０
全国和牛能力共進会対
策（１０月に県西部で開
催）

予算額
（千円）

事業名担当課

６７８
農地水環境保全向上対
策（農村の環境を守る地
域活動への交付金）

産業振興課

１５,５０１森林整備地域活動支援

２１,５６７
大規模林道日野金城線
負担金

４,７５０広域基幹林道宝仏山線

５３,１１７
中小企業小口融資貸付
（中小企業に対する資金
の貸付け）

１２,２０８除雪

５５０町民ミュージカル補助

教育委員会

１,４００特色ある学校づくり交付金

３００

ひのがわ子ども教育支援
センター運営協議会負担
金（不登校児童・生徒への
カウンセリングなどの支援）

２,０００少人数学級実施

１,０００

日野郡地域指導主事設
置（学校・地域と連携し
た家庭教育の指導を行う
指導主事の設置）

３４

ブックスタート事業
（乳幼児期から本に親し
んでもらうため、健診時
に絵本等をプレゼント）
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地
元
産
の
材
料
に
こ
だ
わ
り

創
作
を
続
け
る

　　

３
月　

日
、
県
内
で
工
芸
品
を

２２

作
る
人
の
中
で
優
れ
た
技
術
・
技

法
を
も
つ
伝
統
工
芸
士
に
、
西
村

孝
美
さ
ん
（
福
長
）
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
町
内
の
伝
統
工
芸
士
は

西
村
さ
ん
が
初
め
て
。

　

西
村
さ
ん
は
、　

年
前
か
ら

３３

ル
ー
タ
ー
（
電
動
彫
刻
工
具
）
を

使
っ
た
木
工
品
の
制
作
を
始
め
ま

し
た
。「
ル
ー
タ
ー
を
使
い
こ
な

す
の
は
本
当
に
難
し
く
、
自
分
の

納
得
い
く
も
の
が
で
き
る
ま
で
に

は　

年
か
か
り
ま
し
た
ね
」
と
西

１０
村
さ
ん
。

　

材
料
の
ほ
と
ん
ど
は
町
内
産
の

ケ
ヤ
キ
･
ク
ワ
・
ス
ギ
な
ど
。「
気

候
の
厳
し
い
日
野
町
で
育
っ
た
せ

い
か
、
木
目
が
美
し
く
扱
い
や
す

い
の
が
特
長
で
す
」。

　

西
村
さ
ん
が
作
る
の
は
盆
や 
棗 
、

な
つ
め

 
硯 

箱
な
ど
の 
刳
物 
や 
挽
物 
が
中

す
ず
り 

く
り
も
の 

ひ
き
も
の

心
。
さ
ま
ざ
ま
な
注
文
に
応
じ
て
、

作
業
場
で
ほ
ぼ
毎
日
作
業
を
し
て

い
ま
す
。「
作

業
で
一
番
大
切

な
の
は
精
神
を

集
中
さ
せ
る
こ

と
。
ち
ょ
っ
と

考
え
事
を
す
る

だ
け
で
も
手
元

が
狂
う
こ
と
が

あ
る
の
で
、
特

に
神
経
を
使
う

細
か
い
作
業
を
す
る
と
き
は
、
作

業
場
に
中
か
ら
鍵
を
か
け
、
誰
も

入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
精
神
集
中
の
た
め
、

お
寺
に
座
禅
を
勉
強
し
に
通
っ
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
」
と
、
苦
労

も
に
じ
ま
せ
ま
す
。

　

そ
ん
な
西
村
さ
ん
に
木
の
魅
力

を
尋
ね
る
と
、「
木
だ
け
を
使
っ

た
家
を
米
子
に
新
築
し
ま
し
た
が
、

木
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
家
の
中
の

植
物
が
元
気
に
な
っ
た
り
、
自
分

の
体
調
も
良
く
な
っ
て
い
る
気
が

し
ま
す
。
そ
ん
な
不
思
議
な
力
が

木
に
は
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
に
つ
い
て
は
、

「
認
定
し
て
い
た
だ
い
た
の
を
機

に
、
時
間
を
か
け
て
大
規
模
な
も

の
を
つ
く
ろ
う
と
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
タ
オ
ル
掛
け
・
タ
オ

ル
入
れ
な
ど
、
日
常
的
に
使
え
る

便
利
な
も
の
の
開
発
を
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
意
欲
十
分
。
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

■
鳥
取
県
伝
統
工
芸
士
に
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村
孝
美
さ
ん
（
福
長
）

Vol.１３

ルーターを使い木材を削る西村さん。思い通りに仕上げるため刃も自ら調整
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は
じ
め
に
今
年
度
予
算
に

つ
い
て
説
明

　

会
議
に
先
立
ち
、
松
本
豊
文
委

員
長
が
あ
い
さ
つ
し
、「
日
野
町

は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
財
政
が
厳
し

く
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
協
力
し
あ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
会
で
の
意
見
を
ま
ち
が

吸
い
上
げ
な
が
ら
良
い
方
向
へ
向

け
て
ほ
し
い
。
前
向
き
な
意
見
を

ど
し
ど
し
出
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
は
じ
め
に
、

３
月　

日
に
町
議
会
で
承
認
さ
れ

２３

た
、
ま
ち
の
平
成　

年
度
予
算
の

１９

概
要
に
つ
い
て
吉
留
助
役
か
ら
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
ご
み
処
理
に
つ
い
て

提
案
さ
れ
る

　

続
く
意
見
交
換
で
は
、
松
本
洋

一
委
員
（
根
雨
）
が
、
ご
み
の
分

別
を
徹
底
し
て
経
費
削
減
に
成
功

し
た
徳
島
県
佐
那
河
内
村
の
事
例

を
紹
介
、
日
野
町
で
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

　

佐
那
河
内
村
は
、
面
積　

・
３

４２

平
方
㌔
、
人
口
約
２
８
０
０
人
の

小
さ
な
村
。
平
成　

年
か
ら
、
ご

１４

み
の
徹
底
分
別
の
取
り
組
み
を
始

め
、
現
在
で
は
村
内
の
全
世
帯
が

　

品
目
の
分
別
に
地
域
ぐ
る
み
で

３３取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
そ

れ
に
よ
り
、
ご
み
の
処
理
費
用
や

人
件
費
な
ど
、
２
年
間
で
約
１
３

０
０
万
円
も
の
経
費
が
削
減
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
提
案
を
き
っ
か
け
に
、
委

員
ど
う
し
で
身
近
な
ご
み
問
題
に

つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
高
齢
者
世
帯
に
と
っ
て
は
ご

み
出
し
も
ひ
と
苦
労
。
町
民
ど
う

し
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
助

け
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
と

思
う
。
ま
た
、
助
け
合
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
と

思
う
」
な
ど
の
意
見
や
、「
地
域
で

の
一
斉
清
掃
の
際
、
古
タ
イ
ヤ
な

ど
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
の
を

見
つ
け
た
が
、
ど
こ
に
連
絡
す
れ

ば
い
い
の
か
」
と
の
意
見
も
あ
り
、

ま
ち
か
ら
は
「
不
法
投
棄
を
見
つ

け
た
と
き
は
、
町
道
な
ら
町
、
河

川
な
ら
県
な
ど
、
管
理
者
の
と
こ

ろ
に
連
絡
し
て
も
ら
え
ば
よ
い
が
、

と
り
あ
え
ず
役
場
に
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
対
応
し
ま
す
」
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

活
発
な
意
見
交
換

委
員
か
ら
厳
し
い
意
見
も

　　

続
く
意
見
交
換
の
中
で
、
委
員

か
ら
は
「
こ
の
会
議
の
場
で
話
を

し
て
も
、
話
を
し
た
だ
け
の
会
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
会
議

の
結
果
を
ど
う
町
民
に
伝
え
る
の

か
。
そ
う
し
た
連
絡
体
制
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
」
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

町
長
は
、「
こ
の
会
議
で
出
さ

れ
た
意
見
の
中
で
、
ま
ち
の
施
策

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
す
ぐ

に
取
り
入
れ
、
お
金
の
か
か
る
こ

と
に
つ
い
て
は
審
議
を
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
会
議
の
結
果

は
広
報
ひ
の
に
掲
載
し
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
住
民
負
担
は
わ

か
る
が
、
町
内
に
お
金
を
稼
げ
る

と
こ
ろ
は
皆
無
に
等
し
い
。
企
業

誘
致
な
ど
を
考
え
た
い
」
と
の
声

に
、「
企
業
誘
致
は
た
え
ず
努
力

し
て
い
ま
す
が
、
今
あ
る
企
業
も

大
切
に
し
た
い
で
す
。
町
内
の
企

業
と
し
て
日
野
病
院
や
老
人
保
健

施
設
な
ど
の
雇
用
も
考
え
ら
れ
ま

す
」
な
ど
、
熱
心
に
意
見
交
換
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
は
、
今
後
の
会
議
の
進

め
方
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
次
回

の
会
議
を
５
月
中
旬
に
開
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

３
月　

日
、
第
２
回
の
日
野
町
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議

２８

が
町
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

積極的に委員からの提案が出されました
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４
月
６
日
、
平
成　

年
第
４

１９

回
の
町
教
育
委
員
会
を
開
き
、

次
の
６
件
の
議
案
に
つ
い
て
審

議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
①
…
町
人
権
セ
ン
タ
ー
設

立
検
討
委
員
会
設
置
要
綱
の
廃

止
に
つ
い
て　

町
人
権
セ
ン

タ
ー
条
例
が
３
月
議
会
で
も
承

認
さ
れ
、
４
月
か
ら
人
権
セ
ン

タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

設
立
検
討
委
員
会
は
こ
れ
を

も
っ
て
終
了
と
し
ま
す
。

　

議
案
②
…
町
立
小
中
学
校
管
理

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　

学
校
栄
養
士
の
職
名
で
、
学
校

栄
養
主
査
と
あ
っ
た
も
の
を
廃

止
、
ま
た
、
学
校
の
事
務
職
員
も

事
務
主
査
を
廃
止
し
、
事
務
主

幹
及
び
事
務
副
主
幹
の
職
名
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。

 

議
案
③
…
平
成　

年
度
町
立
学

１９

校
評
議
員
の
委
嘱
に
つ
い
て　

平
成　

年
度
の
各
小
・
中
学
校
の

１９

学
校
評
議
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

地
域
住
民
ら
の
意
見
を
学
校
運

営
に
生
か
す
学
校
評
議
員
制
度

で
す
。
評
議
員
の
皆
さ
ん
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議
案
④
…
平
成　

年
度
町
立
学

１９

校
主
任
等
の
任
命
に
つ
い
て

 

議
案
⑤
…
平
成　

年
度
町
立
学

１９

校
司
書
教
諭
の
任
命
に
つ
い
て

　

議
案
④
、
⑤
に
つ
い
て
は
、

小
・
中
学
校
の
今
年
度
の
校
務
分

担
を
決
め
、
教
諭
に
任
命
し
ま

し
た
。

 

議
案
⑥
…
教
育
施
設
の
防
火
管

理
者
の
任
命
に
つ
い
て　

職
員

の
異
動
に
よ
り
、
町
公
民
館
、
下

榎
集
会
所
な
ど
の
防
火
管
理
者

を
変
更
、
新
た
に
任
命
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

を
新
た
に
設
置

　
　

　

根
雨
小
学
校
隣
り
（
旧
給
食
セ

ン
タ
ー
）
に
設
置
さ
れ
て
い
た
県

の
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
適
応
指

導
教
室
「
わ
か
あ
ゆ
教
室
」
が
、

４
月
か
ら
新
し
く
日
野
郡
３
町

と
伯
耆
町
で
運
営
す
る
「
ひ
の
が

わ
子
ど
も
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
諸
活
動
を
通

じ
て
学
校
へ
の
再
登
校
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。
保
護
者
か
ら

の
相
談
も
受
付
け
ま
す
。

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成　

年
第
４
回
町
教
育
委
員
会
開
催

１９

　４月１日付けで、山根美奈子さ

ん（野田・新任）と鳥居良光さん

（黒坂・再任）が、国から人権擁護

委員に委嘱されました。

　まちでは、すでに山田厚弘さん

（津地）が委嘱を受けており、町内

では３人の人権擁護委員が、差別

のない明るい社会の実現に向けて、

人権相談や街頭広報など人権尊重の啓発活動に励んでいます。

　人権相談は、毎月１回、山村開発センターで開いています。詳しくは、２３ページ「くらし

のカレンダー」をご覧ください。

人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱

 

人
権
問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い

山根美奈子さん 鳥居良光さん 山田厚弘さん

■
町
人
権
セ
ン
タ
ー
を
設
置

 

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に

つ
い
て
学
び
、
交
流
の

輪
を
通
じ
て
、
明
る
く

心
豊
か
な
愛
あ
る
地
域

社
会
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
４
月
か
ら
下
榎

隣
保
館
に
「
町
人
権
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

町子ども育成会議からの提案
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ご
利
用
く
だ
さ
い

児
童
家
庭
相
談

　

近
年
、
少
子
化
や
核
家
族
化
の

進
行
、
共
働
き
家
庭
の
一
般
化
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

家
庭
や
地
域
の
子
育
て
機
能
の
低

下
に
伴
い
、
児
童
虐
待
や
不
登
校

児
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、

子
育
て
や
児
童
虐
待
に
つ
い
て
は

住
民
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
市
町

村
も
相
談
窓
口
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
窓
口
で
あ
っ
た
児
童

相
談
所
は
専
門
性
の
高
い
困
難
事

例
へ
の
対
応
や
、
市
町
村
の
後
方

支
援
と
い
っ
た
役
割
を
担
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

固
く
守
り
ま
す
。

児
童
虐
待
に
気
づ
い
た
ら

　

平
成　

年
の
児
童
虐
待
防
止
法

１６

の
改
正
に
よ
り
、
保
護
者
以
外
の

同
居
人
に
よ
る
暴
力
の
放
置
や
配

偶
者
に
対
す
る
暴
力
が
子
ど
も
に

与
え
る
心
理
的
外
傷
も
児
童
虐
待

に
あ
た
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
児
童
虐
待
を
発
見
し

た
人
は
誰
で
も
市
町
村
や
児
童
相

談
所
へ
通
告
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
虐
待
が
疑
わ
れ

る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
迷
わ

ず
す
ぐ
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
虐
待
は
子
ど
も
の
人
権
を

著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。
親

は
し
つ
け

・

・

・

の
つ
も
り
で
も
、
子
ど

も
の
側
か
ら
す
る
と
心
身
に
悪
影

響
を
被
れ
ば
、
そ
れ
は
虐
待
に
な

り
ま
す
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
は
、

彼
ら
に
と
っ
て
の
最
善
の
利
益
を

第
一
に
考
え
、
一
人
の
人
間
と
し

て
尊
重
す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要

で
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
で
は
虐
待
を
は
じ

め
と
す
る
保
護
を
要
す
る
児
童
な

ど
の
協
議
の
場
と
し
て
「
日
野
町

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」

を
活
用
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
早
期
発
見
や
保
護
を
図
り
ま
す
。

■
相
談
・
連
絡
先
■

役
場
健
康
福
祉
課
（
電
話　

‐
０

７２

３
３
４
）

米
子
児
童
相
談
所
（
電
話
０
８
５

９
‐　

‐
１
４
７
１
）

３３

　昭和２２年５月３日、「国民主権・基本的人権の尊重・平和主義」を基本原則とする日本国憲法が施行
されたのを記念し、毎年５月１日～７日は「憲法週間」に定められています。週間中は、全国でさまざ
まな行事が開かれます。
　県西部では次の行事が開かれます。
　
■鳥取地方法務局による特設人権相談所
会　場　山村開発センター
日　時　５月７日（月）午後１時～午後３時
問合せ　鳥取地方法務局人権擁護課
　　　　（電話０８５７-２２-２２８９）

■裁判傍聴・裁判所見学会
会　場　鳥取地方・家庭裁判所米子支部
日　時　５月１１日（金）午前９時１０分～正午
定　員　３０人
申込先　鳥取地方裁判所米子支部庶務課（電話０８５９-２２-２２０５）

■
５
月
５
日
～　

日
は
児
童
福
祉
週
間

１１

５月１日～７日

■県弁護士会による無料法律相談
会　場　鳥取地方・家庭裁判所米子支部
日　時　５月９日（水）午前１０時～午後３時
定　員　２５人程度（当日受付順）
問合せ　県弁護士会（電話０８５７-２２-３９１２）
　　　　※ただし、当日は鳥取地方裁判所米
　　　　子支部（電話０８５９-２２-２２０５）へお問
　　　　合せください。
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 町　長　景山　享弘

 副町長　吉留　　功

 総務企画課

 
人
事
庶
務
係

 
財
政
係

 
防
災
係

主
事　
　

吉
川　

理
恵

主
事　
　

神
崎　
　

猛

主
事　
　

入
沢　

真
人

主
事　
　

安
井　

麻
美

運
転
手　

石
田　

三
成

嘱
託　
　

山
川　

洋
介

人
事
・
条
例
・
規
則
・
庶
務

職
員
福
利
・
庁
舎
管
理

財
政
・
財
産
管
理
・
選
挙

消
防
・
防
災
・
水
防
・
政
策
企
画

総
合
計
画
・
過
疎
計
画
・
土
地
利
用

広
域
行
政
・
広
報
広
聴
・
行
政
無
線

国
際
交
流
・
男
女
共
同
参
画
・
統
計

交
通
安
全
・
町
営
バ
ス

 
政
策
企
画
係

 
情
報
管
理
係

 
商
工
観
光
係

 
戸
籍
住
民
係

 
税
務
係

 
評
価
係

主
任　
　

景
山　

政
之

主
事　
　

入
口　

愛
子

主
事　
　

瀬
崎　

将
太

戸
籍
・
住
民
登
録
・
国
民
年
金

庁
舎
内
案
内
・
埋
火
葬
許
可

印
鑑
証
明
・
町
税
の
賦
課
徴
収

税
外
諸
収
入
の
徴
収

固
定
資
産
税
評
価

 
福
祉
係

 
健
康
づ
く
り
係

 
医
療
係

 
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

 
ひ
の
っ
こ
保
育
所

所
長　
　

長
谷
川
真
由
美

所
長
補
佐   

音
田
真
理
子

所
長
補
佐   
田
貝　

陽
子

主
任　
　

寺
本
か
を
り

調
理
員　

西
村　

和
美

調
理
員　

小
川
由
美
子

嘱
託　
　

荒
木　

一
恵

嘱
託　
　

尾
崎　

裕
子

嘱
託　
　

谷
口　

正
美

嘱
託　
　

長
尾　

美
香

嘱
託　
　

川
口　

美
紀

嘱
託　
　

加
藤　

文
子

嘱
託　
　

砂
流　

愛
香

 
黒
坂
保
育
所

所
長　
　

滝
田
美
紀
子

主
任　
　

宇
田
川
三
枝

主
任　
　

音
田　

浩
子

調
理
員　

大
垣
え
り
子

嘱
託　
　

柴
田　

初
子

嘱
託　
　

山
田
佳
奈
子

主
任　
　

荒
木　

憲
男

主
任　
　

生
田　

直
子

主
任　
　

音
田
雄
一
郎

主
事　
　

斎
鹿　

達
観

主
事　
　

伊
田　

達
彦

嘱
託　
　

山
形
美
由
紀

高
齢
者
福
祉
・
障
害
者
福
祉

母
子
福
祉
・
健
康
づ
く
り

住
民
検
診
・
墓
地
・
国
保

老
人
医
療
・
特
別
医
療

介
護
保
険
・
児
童
福
祉
及
び
保
育
所

日
野
病
院
組
合

保　　育　　所

（兼）＝兼務　（併）＝併任町長部局 電話 ７２‐０３４０

電話 ７２‐２１０８

電
話 　

‐
０
２
２
５

７４

電
話  　

‐
０
２
３
８

７２

係
長　
　
　
  
後
藤　

一
則

係
長
（
兼
）  
妹
尾　

秀
博

係
長 　
　
　
 

池
田　

俊
弘

係
長　
　
　
  
﨏
川　

和
之

係
長
（
兼
）  
山
形　

克
彦

係
長　
　
　
  

伊
田　

喜
浩

係
長 　
　
　
 

遠
藤　

律
子

係
長
（
兼
）  
石
田　

信
広

係
長　
　
　
  
音
田　
　

守

係
長
（
兼
）　

音
田　
　

充

係
長
（
兼
）  
山
形　

祐
子

所
長　
　
　
  
山
形　

祐
子

所
長
（
兼
）  
山
形　

祐
子

係
長　
　
　
  
矢
田
貝
慎
一

係
長
（
兼
）  
稲
田　

正
純

平成１９年４月１日現在の役場の機構図を紹介します。

 
農
業
振
興
係

 
林
業
振
興
係

主
任　
　

佐
々
木
竜
也

主
任　
　

住
田　

秀
樹

主
事　
　

山
県　
　

実

主
事
（
併
）

中
田　

早
文

農
業
・
畜
産
・
水
産
業
振
興

林
業
振
興
・
森
林
保
全
・
鳥
獣
保
護

森
林
病
害
虫
・
町
有
林
管
理

農
林
道
開
設
・
地
籍
調
査

緑
資
源
機
構
・
治
山
・
災
害
復
旧

議    会

局
長　
　

長
谷
川
弘
信

書
記
（
併
）

﨏
川　

和
之

嘱
託　
　

木
村　

久
美

議
会
事
務
局

電
話  　

‐
０
３
３
５

７２

係
長
（
兼
）  
﨏
川　

正
文

課長　　　山形　克彦
課長補佐　妹尾　秀博

 
自
立
政
策
推
進
本
部

 
広
報
広
聴
係

本
部
長
＝
吉
留　

功
・
副
本
部
長
＝
山
形　

克
彦

 
保
健
衛
生
係

係
長　
　
　
  

生
田　

季
香

係
長　
　
 　
 
田
貝　

嘉
彦

 住　民　課

課長 ( 兼 )     恩田　　勉
課長補佐　石田　信広

 健康福祉課

課長　　　山形　知博
課長補佐　音田　　充

電話 ７２‐０３３１電話 ７２‐０３３３電話 ７２‐０３３４

所
長 
（
兼
）　

後
藤　

一
則
（
利
用
申
込
み
は
住
民
課
ま
で
）

※所管事務については、一部検討中のものもあります。
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所
長
・
館
長
（
併
）　

川
上　

博
史　
　

指
導
員　

中
原　

千
鶴
・
中
山
由
紀
子　
　

生
活
相
談
員　

谷
口
カ
ナ
枝

 
生
活
環
境
係

 
上
下
水
道
係

 
建
設
係

係
長
（
兼
）  
柴
田　

孝
志

係
長
（
兼
）  
柴
田　

孝
志

主
事　
　

稲
田
い
ず
み

運
転
手　

生
田　

安
彦

　

環
境
美
化
・
ご
み
処
理
・
し
尿
処
理

簡
易
水
道
・
公
共
下
水
道
・
除
雪

農
業
集
落
排
水
・
町
営
住
宅

改
良
住
宅
・
町
道
新
設
・
維
持

砂
防
・
河
川
・
災
害
復
旧
・
商
工
観
光

雇
用
企
業
誘
致

 
黒
坂
支
所

戸
籍
・
住
民
登
録
・
印
鑑
証
明

埋
火
葬
許
可
・
金
銭
出
納

 
出
納
室

主
事　
  　
　

頭
本　

敏
仁 

金
銭
・
物
品
出
納

 
総
務
学
事
係

 
人
権
同
和
教
育
推
進
係

 
生
涯
学
習
係

主
任　
　

三
好　

達
也

主
事　
　

谷
口　

理
恵

人
権
教
育
推
進
員  

西
村
さ
つ
み

学
校
教
育
・
生
涯
学
習

社
会
教
育
・
社
会
体
育

人
権
同
和
教
育

人
権
啓
発
・
下
榎
隣
保
館
運
営

 
文
化
セ
ン
タ
ー

係
長　
　
　
  
音
田　

初
志

自
主
事
業
企
画
運
営
・
ホ
ー
ル
貸
出
し

文
化
振
興
・
文
化
財
保
護

 
図
書
館

係
長
（
兼
）　

松
田　

暢
子

嘱
託　
　

秋
葉　

陽
子

嘱
託　
　

原　
　

則
子

図
書
貸
出
し
・
参
考
業
務

読
書
推
進
･
児
童
サ
ー
ビ
ス
・
展
示

 
青
年
の
家

 
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
（
兼
）　

頭
本
み
ど
り

館
長
（
兼
） 

田
淵　

久
之

主
任
（
嘱
託
）
山
川　

茂
樹

主
任
学
校
栄
養
職
員　

妹
尾　

里
江

 
町
公
民
館

 
庶
務
係

係
長　
 　
　

松
本　

秀
俊

主
事
（
併
）　

吉
原　

尚
志　
　

運
転
手　

小
谷　
　

勉

公
民
館
活
動
・
グ
ル
ー
プ
活
動

成
人
教
育
・
女
性
教
育

青
少
年
育
成
・
高
齢
者
教
育

農業委員会

局
長
（
併
）　
 
﨏
川　

正
文

係
長
（
併
）   
矢
田
貝
慎
一

主
事　
　
　
  
中
田　

早
文

農
業
委
員
会
事
務
局

 
日
野
中
学
校

 
根
雨
小
学
校

 
黒
坂
小
学
校

 
小
・
中
学
校

 教育長　田淵　久之

教育委員会部局

会
計
管
理
者   
恩
田　
　

勉

所
長 　
　
 

松
田　

暢
子

館
長
（
兼
） 

松
田　

暢
子

所
長
（
兼
） 

頭
本
み
ど
り

電話  ７２‐２１０６

電
話  　

‐
０
４
０
９

７４

電
話  　

‐
０
０
４
９

７２

電
話 　

‐
０
１
０
１

７２

電
話 　

‐
２
１
０
３

７２

館
長
（
嘱
託
）　

長
谷
川　

司

係
長　
　
　
  

吉
原　

敏
治

係
長
（
兼
）  
中
田　

康
介

係
長　
　
　
  
飛
田　

朋
伸

係
長
（
兼
）　

飛
田　

朋
伸

支
所
長
（
兼
） 

吉
留　
　

功

 産業振興課

課長　　　﨏川　正文
課長補佐　柴田　孝志
課長補佐　稲田　正純

課長　　　頭本みどり
課長補佐　中田　康介

電
話 　

‐
１
３
０
０

７２

電
話 　

‐
０
２
１
１

７４

電
話 　

‐
０
２
１
２

７４

電話 ７２‐２１０１

電話 ７２‐２１０７

人
権
セ
ン
タ
ー

所
長
（
嘱
託
） 

川
上　

博
史

電
話 　

‐
１
１
９
１

７２

嘱
託　
　

広
川　

恵
子

嘱
託　
　

加
藤　

明
美

嘱
託　
　

足
立　

祐
子

 
下
榎
集
会
所
・
隣
保
館

 
歴
史
民
俗
資
料
館

係
長
（
併
）　

松
本　

秀
俊

主
事　
  　
　

吉
原　

尚
志

日野病院組合

派
遣　
　
　

生
田　

哲
二

派
遣　
　
　

渡
部　

裕
之

電
話 　

‐
０
３
５
１

７２

電
話 　

‐
２
１
０
５

７２

 教育委員会事務局

 
文
化
振
興
係

 
図
書
係



14広報ひの

　

各
市
町
村
で
昨
年
一
年
間
に
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
個
人
・
団
体
な
ど
を
表
彰
す
る
「
第
８

回
日
本
海
新
聞
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
」
の
表
彰
式
が
、

３
月　

日
、
町
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

１４

　

今
回
は
、
最
優
秀
賞
を
日
野
中
学
校
男
子
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
、
奨
励
賞
を
高
橋
伸
也
さ
ん

（
野
田
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

日
野
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
昨

年
７
月
の
中
学
総
体
団
体
男
子
の
部
で
の
優
勝

を
は
じ
め
、
県
内
外
の
大
会
で
上
位
入
賞
す
る

な
ど
活
躍
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
キ
ャ
プ
テ

ン
の
安
達
健
太
さ
ん
（
下
黒
坂
）
は
、「
受
賞
は

と
て
も
う
れ
し
い
。
こ
こ
ま
で
来
れ
た
の
は
、

顧
問
の
三
好
先
生
の
指
導
の
お
か
げ
で
す
。
ク

ラ
ブ
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
良
く
、
こ
れ
か
ら
は

出
る
試
合
全
て
優
勝
を
狙
っ
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
、
町
体
育
指
導
委
員
と
し
て　
２８

年
間
活
動
し
、
現
在
は
会
長
と
し
て
活
躍
す
る

ほ
か
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、 
Ｄ
ｏ 
・

ド
ゥ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
事
務
局
長
と
し
て
、
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
橋
さ

ん
は
受
賞
に
つ
い
て
、「
と
て
も
光
栄
な
こ
と
。

長
年
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
が

受
賞
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｄ
ｏ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
は
町
民
の
皆
さ
ん
に

浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
幅
広
く
参

加
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
大
き
く
貢
献

高橋伸也さん 日野中学校男子ソフトテニス部の皆さん

　

３
月　

日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
る
さ
と
発
ス
ペ

２０

シ
ャ
ル
「
ク
イ
ズ 
と
こ
と
ん
旧
街
道
！
」

の
取
材
の
た
め
、
俳
優
の
辰
巳
琢
郎
さ
ん

と
、
タ
レ
ン
ト
の
西
村
知
美
さ
ん
、
漫
才
コ

ン
ビ
の
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
さ
ん
ら
が
日

野
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

辰
巳
さ
ん
ら
は
、
根
雨
の
出
雲
街
道
や

金
持
神
社
な
ど
を
訪
ね
、
ま
た
地
域
の
人

の
声
に
気
さ
く
に
応
え
る
な
ど
交
流
も
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
模
様
は
、
４
月　

日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

２０

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
ま
す
。

鵜
の
池
の
空
に　

羽
の
キ
ジ
が
舞
う

７０

　

愛
鳥
精
神
と
環
境
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
よ
う
と
、
町
内
の
小
学
６
年
生
に
よ

る
キ
ジ
の
放
鳥
体
験（
県
日
野
総
合
事
務
所

福
祉
保
健
局
主
催
）
が
、
３
月　

日
、
鵜
の

２２

池
湖
畔
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
キ
ジ
の
放
鳥
は
今

回
が
初
め
て
の
こ
と
。
参
加
し
た
の
は
、

根
雨
小
、
黒
坂
小
の
６
年
生
の
う
ち　

人
１９

で
、
県
職
員
に
よ
る
環
境
や
キ
ジ
の
話
を

聞
い
た
後
、
キ
ジ
を
一
人
一
羽
ず
つ
受
け

取
り
、
鵜
の
池
に
向
け
て
一
斉
に
放
し
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
は
、
口
々
に
「
か
わ
い

い
」「
暴
れ
て
大
変
」
な
ど
話
し
な
が
ら　
７０

羽
の
キ
ジ
を
次
々
と
放
し
て
い
ま
し
た
。

元気で育ってと願いながら放鳥 左からＮＨＫ村上アナ、辰巳さん、西村さん、アメリカザリガニさん

出
雲
街
道
の
魅
力
を
探
る
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平
成　

年
の
町
制　

周
年
を
前
に
、
ま

２１

５０

ち
の
歩
み
や
歴
史
を
伝
え
る
記
録
・
資
料
を

収
集
、
保
存
し
て
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、
日

野
町
「
歩
み
・
歴
史
」
資
料
収
集
委
員
会

（
牧
智
也
委
員
長
）
が
設
置
さ
れ
、
３
月　
２８

日
、
第
１
回
の
委
員
会
が
町
役
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

委
員
は
、
教
育
、
歴
史
、
行
政
、
農
林
業
、

商
工
観
光
、
生
活
な
ど
の
分
野
に
精
通
し

た
町
民　

人
。
今
回
の
委
員
会
で
は
、
委

１２

員
の
委
嘱
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
確
認

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

委
員
会
で
は
今
後
、
各
分
野
の
古
い
資

料
・
写
真
な
ど
を
、
ま
ち
の
皆
さ
ん
に
提
供

を
呼
び
か
け
な
が
ら
収
集
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

集まった資料は役場で保管する予定

ま
ち
の
あ
ゆ
み
を
後
世
へ

　

年
度
始
め
に
防
火
の
誓
い
を
新
た
に
し

よ
う
と
、
４
月
１
日
、
町
消
防
出
初
式
が
根

雨
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
町
長
表
彰
や
消
防
庁
長
官
表

彰
な
ど
の
表
彰
式
や
町
長
ら
の
あ
い
さ
つ

が
行
わ
れ
た
後
、
最
後
に
宮
脇
光
男
団
長

が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

宮
脇
団
長
は
、「
広
域
消
防
の
組
織
改
変

な
ど
、
消
防
団
も
い
ろ
い
ろ
な
転
機
を
迎

え
て
い
る
。
ま
た
、
８
月　

日
に
は
県
西

２６

部
の
消
防
合
同
演
習
が
日
野
町
で
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
総
力
を
あ

げ
て
成
功
さ
せ
よ
う
」と
力
強
く
あ
い
さ
つ

し
、
団
員
の
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
の
後
に
は
、
野
田
河
川
敷
で

一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
多
く
の
見
学
者
も

訪
れ
ま
し
た
。

サイレンの音とともに一斉に放水

消
防
活
動
の
躍
進
を
願
う

　

日
野
病
院
が
運
行
し
て
い
た
「
お
し
ど
り

バ
ス
」
を
、
４
月
か
ら
町
営
バ
ス
根
雨
宿
・

病
院
線
と
し
て
運
行
を
始
め
ま
し
た
。

　

運
行
経
路
は
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
前
か
ら
根

雨
駅
～
根
雨
の
ま
ち
な
か
を
経
由
し
、
日

野
病
院
ま
で
の
３
・
４
㌔
。
利
用
料
金
は
、

他
の
路
線
と
違
っ
て
、
中
学
生
以
上
１
０

０
円
、
小
学
生　

円
で
す
。

５０

　

４
月
２
日
に
日
野
病
院
で
開
か
れ
た
出

発
式
で
は
景
山
町
長
が
「
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
て

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
バ
ス
と
し
て
活
用
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

根
雨
宿
・
病
院
線
は
、
お
し
ど
り
バ
ス
の

車
両
を
使
い
、
１
日
６
往
復
で
運
行
し
ま

す
。
通
院
や
買
い
物
な
ど
に
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

「これからお世話になります」バス運転手へ花束贈呈

み
ん
な
の
バ
ス
と
し
て
活
用

県知事に平井伸治氏が当選
　

　４月８日、鳥取県知事選挙と鳥取県議会議員選挙が行われ、新しい知事に平井伸治氏が当選しました。
　また、日野郡選出の県議会議員は、内田博長氏 (日南町 )が無投票で当選となりました。
　町内の県知事選挙の結果は次のとおりでした。
　
■鳥取県知事選挙 (日野町分）
　●有権者数＝３,５６６人　●投票総数＝２,３６１票
　●有効投票＝２,２９９票　●無効投票＝ ６２票
　●投票率＝６６.２１㌫

■候補者ごとの得票数 (敬称略）
　●平井伸治　１,９３２票 (県内　２３２,８９７票）
　●山内淳子　　３６７票 (県内　 ５５,７６８票）
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入
山
禁
止
の
お
知
ら
せ

山
菜
採
り
な
ど
注
意

　　

入
山
禁
止
・
と
め
山
な
ど
の
表

示
が
あ
る
山
林
な
ど
に
無
断
で

入
っ
て
山
菜
な
ど
を
採
ら
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
町
内
に
も

入
山
禁
止
の
区
域
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留

者
、
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
で
は
、
旧
軍
人
等
で
恩

給
等
を
受
け
て
い
な
い
恩
給
欠
格

者
や
、
戦
後
、
ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル

に
強
制
抑
留
さ
れ
た
人
、
終
戦
に

伴
い
日
本
以
外
の
地
域
か
ら
引
揚

げ
て
き
た
人
の
「
本
人
」
に
、
あ

ら
た
め
て
慰
籍
の
念
を
表
す
た
め
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
『
特
別
慰
労

品
』
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
等
を
受
け
た
人
、
書
状
等
の
請

求
を
し
な
か
っ
た
人
も
対
象
で
す
。

　

請
求
書
は
役
場
健
康
福
祉
課
の

窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

請
求
期
間
は
、
平
成　

年
３
月

２１

　

日
ま
で
で
す
。

３１資
格
要
件
な
ど
問
合
せ
先　

平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金
（
電
話
０
１

２
０
‐
２
３
４
‐
９
３
３
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.heiwa.go.jp

退
職
金
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

「
中
退
共
」
へ
加
入
を

　

中
退
共
制
度
（
中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
）
は
、
退
職
金
制
度

を
も
つ
こ
と
が
難
し
い
中
小
企
業

に
、
中
小
企
業
の
相
互
共
済
と
国

の
援
助
で
退
職
金
制
度
を
確
立
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
つ
く
ら
れ

た
国
の
制
度
で
す
。

■
中
退
共
制
度
の
特
色

○
国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
・

有
利
で
す

○
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移

行
先
で
す

○
掛
金
を
納
め
る
だ
け
で
企
業
の

実
態
に
あ
っ
た
退
職
金
制
度
を
手

軽
に
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
す

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す

○
掛
金
は
税
法
上
、
損
金
ま
た
は

必
要
経
費
と
し
て
全
額
非
課
税
に

な
り
ま
す

○
過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や
、
企

業
間
を
転
職
し
た
場
合
な
ど
の
通

算
が
で
き
ま
す

■
掛
金
の
種
類

　

月
額
５
０
０
０
円
か
ら
３
万
円

ま
で
の　

種
類
で
す
。

１６

　

短
時
間
労
働
者
（
１
週
間
の
所

定
労
働
時
間
が
通
常
の
従
業
員
よ

り
短
く
、
か
つ　

時
間
未
満
の
従

３０

業
員
）
は
、
２
０
０
０
円
、
３
０

０
０
円
、
４
０
０
０
円
の
特
例
掛

金
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

■
加
入
の
手
続
き

　

所
定
の
申
込
書
に
記
入
・
押
印

の
う
え
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
ま

た
は
委
託
事
業
主
団
体
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

中
小
企
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部
（
〒
１
０
５
‐
８
０
７

７　

東
京
都
港
区
芝
公
園
１
‐
７
‐

６　

退
職
金
機
構
ビ
ル
、
電
話

　

‐
３
４
３
６
‐
０
１
５
１
）

０３ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://chutaikyo.taisyok
ukin.go.jp

　近年、｢ グリーン ･ ツーリズム」などの、都市と農村の交流が盛んになっています。また、｢ 食 ｣｢ 自分
自身の生き方 ｣などへの関心も寄せられるようになりました。
　そこで、日野高等学校では昨年に引き続き自然観察などを含めたお米づくり体験イベント ｢ 田んぼの学
校 ｣ を企画しました。農業に触れることが少なくなった今、皆で汗を流しながらお米づくりを通し、農業
･ 土 ･ 自然 ･ 地域に触れ、ゆったりのんびりと過ごし「やすらぎ ｣ や「うるおい」を通して ｢ 癒し ｣ を感
じていただきたいと考えています。

■日時 ･ 内容
　年間６回程度、第４土曜日に開く予定です。
　第１回：５月２６日 ( 土 )…田植え
　第２回：６月２３日 ( 土 )…水田除草
　第３回：７月２８日 ( 土 )…草刈り
　第４回：８月２５日 ( 土 )…稲の観察
　第５回：９月２２日 ( 土 )…稲刈り
　第６回：１０月中旬…収穫祭
　時間はいずれも午前９時～お昼くらいまで

参加者募集！２００７

■場　所　日野高等学校実習水田
■交通手段　各自でお願いします
■参加費　無料
■準備品　長靴、サンダル、タオル、帽子、着替えなど
■申込み　５月１８日（金）までに、電話またはＦＡＸ
　　　　　で下記までお申込みください。
■申込み先　日野高等学校黒坂施設
　　　　　田んぼの学校担当　林原美幸
　　　　　（電話７４-００１１、ＦＡＸ７４-００１２）



　

日
野
町
の
ご
厚
意
で
こ
の
コ
ー

ナ
ー
が
始
ま
っ
て
以
来
、
今
回
が
３

回
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

数
回
は
、
病
院
長
の
立
場
か
ら
日
野

病
院
の
現
状
や
課
題
、
さ
ら
に
は
将

来
展
望
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
、
以
前
よ
り
投
書
箱
を
通
じ

て
病
院
に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
で
一

番
多
い
も
の
が
、「
外
来
で
の
待
ち

時
間
が
長
く
、
苦
痛
に
感
じ
る
」
と

い
う
も
の
で
す
。
そ
の
対
策
と
し

て
私
ど
も
は
、
診
察
の
時
間
予
約
制

の
導
入
、
診
察
中
の
患
者
さ
ん
の
受

付
番
号
表
示
、
自
動
再
来
受
付
機
の

設
置
、
急
患
あ
る
い
は
急
変
患
者
対

応
時
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
年
１

月
に
構
成
３
町
で
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
住
民
の
皆
さ
ま

か
ら
同
じ
よ
う
な
苦
情
を
多
く
い

た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
問
題
の
克
服

が
い
か
に
難
し
い
か
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
野
病
院
で
の
待
ち

時
間
は
実
際
ど
の
く
ら
い
な
の
で

し
ょ
う
。
平
成　

年
５
月
か
ら
６

１７

月
に
か
け
て
行
っ
た
私
ど
も
の
調

査
で
は
、
全
体
の
待
ち
時
間
は
平
均

　

分
（
約
１
時
間　

分
）
で
あ
り
、
そ

９３

３０

の
大
部
分
は
診
察
前
の
も
の
で
し

た
（
約
１
時
間　

分
）。
日
野
病
院

２０

の
診
察
前
の
待
ち
時
間
を
、
厚
生
労

働
省
の
「
平
成　

年
受
療
行
動
調
査

１１

の
概
要
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
全
国

の
病
院
の
待
ち
時
間
と
比
較
し
て

み
ま
し
た
。
図
の
上
に
示
し
ま
し

た
よ
う
に
、
全
国
の
病
院
の
待
ち
時

間
は　

分
未
満
が　

㌫
、　

分
以
上

６０

６８

６０

が　

㌫
で
し
た
。
一
方
、
日
野
病
院

３２
の
場
合
に
は　

分
未
満
が　

㌫
、　

６０

５５

６０

分
以
上
が　

㌫
で
あ
り
、
全
国
の
病

４５

院
に
比
較
し
て
長
時
間
待
つ
患
者

さ
ん
の
割
合
が
若
干
多
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
は
、
一
見
日
野
病
院
の

待
ち
時
間
短
縮
に
対
す
る
努
力
不

足
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

そ
う
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
図

の
下
は
日
野
病
院
と
、
同
じ
く
「
平

成　

年
受
療
行
動
調
査
の
概
要
」
に

１１
記
載
さ
れ
て
い
る
全
国
の
病
院
で

診
察
時
間
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。

　

全
国
の
病
院
の
場
合
、
外
来
患
者

さ
ん
の　

㌫
は　

分
未
満
で
あ
り
、

８０

１０

　

分
以
上
が　

㌫
で
し
た
。
一
方
、

１０

２０

日
野
病
院
で
は　

分
未
満
が　

㌫
、

１０

５０

　

分
以
上
が　

㌫
で
あ
り
、
診
察
時

１０

５０

間
の
長
い
患
者
さ
ん
の
割
合
は
明

ら
か
に
全
国
の
病
院
よ
り
多
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

診
察
時
間
と
待
ち
時
間
は
い
わ

ば
二
律
背
反
の
関
係
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
日
野
病
院
に
お
け
る
待
ち
時

間
の
短
縮
は
一
朝
一
夕
に
は
解
決

し
得
な
い
問
題
で
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
現
在
、

私
ど
も
は
む
し
ろ
待
ち
時
間
が
長

引
い
た
た
め
に
生
じ
る
不
快
感
の

解
消
を
当
面
の
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
本
年
３
月
か
ら

診
察
医
ご
と
に
診
察
の
順
番
を
表

示
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

お
気
づ
き
の
方
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
外
来
ホ
ー
ル
で
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
放

送
を
開
始
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
予

測
待
ち
時
間
の
表
示
、
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
機
能
の
強
化
な
ど
も
考
え
て

い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
日
野
病
院
を
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
患
者
さ
ん
に
は
待

ち
時
間
の
問
題
で
多
大
な
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
て
お
り
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
心
か
ら
お
わ
び
申
し
上

げ
ま
す
。
私
ど
も
は
今
後
と
も
こ

の
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
理

解
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　４月１日付で、山本武史さん

（下黒坂）が行政相談委員に再委

嘱されました。

　行政相談委員は、総務大臣が、

社会的信望があり、行政運営の

改善に熱意がある民間有識者の

中から委嘱しているもので、そ

の仕事は、国の行政に対する苦

情などの相談窓口になり、相談者への助言や関係行

政機関に対する通知などを行い、苦情などの解決を

図っていくことです。

　なお、山本委員は、定期的に行政相談所を開設し、

皆さんからの相談に応じています。

　相談は無料で、秘密は守られますのでお気軽にご

相談ください。

■行政相談所は、毎月１回、山村開発センターと町

公民館で交互に開かれます。次回は５月９日（水）

午前９時～正午まで、会場は山村開発センターです。

行
政
相
談
委
員
に
山
本
さ
ん
を
再
委
嘱

 
病
院
長
の
ひ
と
り
ご
と

　
　
　
　
　
　
　

― 
外
来
で
の
待
ち
時
間
に
つ
い
て 
―

日野病院長　櫃田　豊

■５月１２日は「看護の日」
 

　看護師と一緒に看護体験や病院食試食

など、看護体験してみませんか！
　

日　時　５月１２日（土）

　　　　午前９時～午後０時３０分頃

問合せ　日野病院看護局（電話７２‐０３５１）

　　　　影山または近藤まで



第３回公民館運営審議会

　３月２７日に町公民館で第３回町公民館
運営審議会を開催しました。
内容は平成１８年度町公民館事業状況につ
いて、おしどり学園、地域子ども教室（町
公民館共催）、公民館まつり、小学生ふる
さと教室、公民館ロビー展などの事業を
行ったことを報告しました。
　次に平成１９年度町公民館事業計画では、
新たに地域子ども教室推進事業を人材バ
ンク、各団体（グループ）、ボランティア、
関係機関などと連携しながら実行委員会
を設置、創意工夫しながら事業を行うこ
とを確認しました。
　また、史跡再発見事業（町公民館共催）
として黒坂城跡を整備し、関係者と連携
を図りながら日野町の歴史を町民、子ど
もたちに学習の場として提供することに
し、アンケート調査を町民のニーズを把
握するために実施。意見交換会を各団体
と行い、公民館まつりなども計画してい
ることを説明しました。
　委員からは、「子どもの参加が少ないの
は部活動などで忙しい。休みの日があっ
てもよいのではないか。地域活動に参加
できる見直しをしてはどうか。」、「ボラン
ティアガイドの育成が必要」などの意見が
出されました。
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長
谷
川
司
公
民
館
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

　

こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
で
日
野
町
公

民
館
長
を
任
命
さ
れ
ま
し
た
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
も
ご
承
知
の
よ
う
に
近
年
、

日
常
生
活
の
な
か
で
も
少
子
高
齢
化
、
環

境
、
人
権
、
食
の
安
全
な
ど
様
々
な
問
題

が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代

に
あ
っ
て
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
り
、

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
お
く
る

た
め
に
は
、
日
々
向
上
心
を
も
っ
て
学
び

な
が
ら
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
思
い
ま
す
。

　

公
民
館
は
皆
様
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
づ
く
り
の
ひ
と

つ
の
核
と
し
て
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
く
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
公
民

館
の
学
習
講
座
、
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
新

し
い
出
会
い
が
あ
り
、
交
流
が
あ
り
、
仲
間
づ
く
り
が
出
来
ま
す
。
公
民

館
に
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
よ
り
良
い
公
民
館
を
目
指

し
て
、
皆
様
に
積
極
的
に
参
加
・
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
職
員
一
同
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
月　

日
、
平
成　

年
度
お
し

２２

１８

ど
り
学
園
の
閉
講
式
が
町
公
民

館
で
開
か
れ
、
学
園
生　

人
に
修

６５

了
証
、　

人
に
皆
勤
賞
が
贈
ら
れ

１０

ま
し
た
。

　

閉
講
式
後
の
記
念
講
演
で
は

「
心
の
笑
顔
」
と
題
し
て
、
泉
龍

寺
住
職
の
三
島
道
秀
さ
ん
が
日

常
生
活
の
中
で
「
命
の
大
切
さ
を

大
人
は
子
や
孫
に
伝
え
る
」、「
大

人
は
悪
い
見
本
を
子
ど
も
に
見

せ
て
い
る
」、「
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
大

事
」
な
ど
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
話
さ
れ
、
学
園
生
も
真
剣
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。

学
園
生
に
修
了
証

　
　
　
　
　
　
　

～
お
し
ど
り
学
園
閉
講
式
～

学園生を代表して瀬田寿幸さん (写真右 )に修了証

公民館まつりをにぎやかに開催 (１８年度 )
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第
２
回
子
ど
も
居
場
所
づ
く
り
実
行
委
員
会

町公民館の使用手続き
　

　公民館を使用される方は、使用する３日前までに申請書
を公民館へ提出してください。
●使用できる日：年末年始（１２月２９日から１月３日）を除く日
●使用できる時間：８時３０分から２２時まで
●料金：町使用料条例による額
※ロビーは、午前８時３０分から午後６時まで開放しています。
図書室もありますので、お気軽にお立ち寄りください。

日時　４月２７日（金）９：３０～

場所　町公民館

内容　○運営委員選出、年間計画協議など

　　　○開講式

　　　○記念撮影、町長との懇談会など

※詳しくは町公民館までお問合せください

■
町
公
民
館
職
員
体
制

 　

４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
で
町
公
民
館
の

職
員
体
制
が
変
わ
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

 

町
公
民
館
長　
　
　
　
　
  　
　

長
谷
川　

司

同
係
長
（
黒
坂
支
所
兼
務
）　
　

松
本　

秀
俊

　
　
　
　
　
　
　
　

同
主
事
（
黒
坂
支
所
兼
務
）　
　

吉
原　

尚
志

　
　
　
　
　
　
　
　

同
運
転
手　
　
　
　
　
　
　
　
  　

小
谷　
　

勉

　

３
月　

日
に
町
公
民
館
で
第
２
回
子
ど
も
居

２２

場
所
づ
く
り
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
平
成　

年
１８

度
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
や
決
算
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。

　

事
業
を
行
っ
た
う
え
で
良
か
っ
た
点
と
し
て
、

委
員
か
ら
は
「
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
物
を
作
る
楽

し
さ
な
ど
の
体
験
が
で
き
た
」「
地
域
の
方
と
子

ど
も
た
ち
の
ふ
れ
あ
い
の
場
が
持
て
た
」「
地
域

の
方
の
指
導
を
受
け
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
で
社
会
性
を
醸
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
」

「
活
動
に
対
す

る
目
的
意
識
を

持
た
せ
る
こ
と

が

で

き

た
」

「
作
っ
た
も
の

と
人
と
の
か
か

わ
り
を
大
切
に

す
る
心
が
で
き

た
」
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
問
題

点
と
し
て
、
子
ど
も
の
参
加
人
数
の
減
少
、
保
護

者
の
関
心
が
低
い
、
人
材
の
育
成
、
参
加
者
に

と
っ
て
楽
し
い
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
が
必
要
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
事
業
で
効
果
の
あ
っ
た
も
の
に
つ

い
て
は
今
後
も
継
続
し
て
お
こ
な
う
こ
と
と
し
、

平
成　

年
度
以
降
の
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事

１９

業
は
保
護
者
の
関
心
を
高
め
る
、
子
ど
も
た
ち
に

も
興
味
の
あ
る
内
容
、
地
域
住
民
も
参
加
で
き
る

内
容
な
ど
を
計
画
し
、
人
材
バ
ン
ク
、
各
団
体

（
グ
ル
ー
プ
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関
係
機
関
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
実
行
委
員
会
を
設
置
、
創
意

工
夫
し
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
は
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

を
基
本
に
地
域
住
民
、
各
団
体
（
グ
ル
ー
プ
）
な

ど
が
連
携
し
て
自
主
的
に
運
営
で
き
る
よ
う
に

変
え
て
い
く
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

自然体験活動などを行いました

日野町地域防犯・生活安全
パトロール協議会に寄付

　このたび、青少年の健全育
成、子どもたちの安全・安心
な地域づくりに役立てていた
だきたいと、松村譲さん（秋
縄）から寄付をいただきまし
た。有効に活用させていただ
きます。ありがとうございま
した。左から松村さん、山本武史会長
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『 
寝 
た 
子 
を 
起 
こ
す
な
』

ね 

こ 

お

　　
『 
寝 
た 
子 
を 
起 
こ
す
』
と
い
う

ね 

こ 

お

 
言
葉 
を 
聞 
い
た
こ
と
が
あ
る
か

こ

と

ば
 

き

と 
思 
い
ま
す
。

お
も

　

せ
っ
か
く 
収 
ま
っ
て
い
る 
事 

お
さ 

こ
と

 
柄 
に 
手
出 
し
を
し
て
、
ま
た
ま

が
ら 

て

だ

た 
問
題 
を
ひ
き 
起 
こ
す
た
と
え

も
ん
だ
い 

お

で
す
。

　
 

部
落
問
題 
に
つ
い
て
も
こ
の

ぶ
ら
く
も
ん
だ
い

言
葉
を 
使 
わ
れ
る
こ
と
が
よ
く

つ
か

あ
り
、 

小
地
域
座
談
会 
で 
聞 
く

し
ょ
う
ち
い
き
ざ
だ
ん
か
い 

き

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
『 
黙 
っ
て
い
れ
ば
部
落
問
題
を

だ
ま

 
知 
ら
ず
に 
済 
む
の
に
、
ど
う
し

し 

す

て 
同
和
教
育 
を
す
る
の
か
』
と 
疑 

ど
う
わ
き
ょ
う
い
く 

ぎ

 
問
視 
す
る 
人 
も 
少 
な
く
な
い
と

も

ん

し
 

ひ
と 

す
く

思
い
ま
す
。

　
 

差
別 
か
ら
の 
解
放 
は
、 

現
実 

さ

べ

つ
 

か
い
ほ
う 

げ
ん
じ
つ

の
差
別
の 
正
確 
な 
認
識 
か
ら 
始 

せ
い
か
く 

に
ん
し
き 

は
じ

ま
る
も
の
で
、『
寝
た
子
を
起
こ

す
な
』
は
差
別
の 
隠 
ぺ
い
に
な
る

い
ん

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

部
落
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

 
全 
て
の
差
別
に
つ
い
て
も
、 

正 

す
べ 

た
だ

し
い
認
識
を 
持 
つ
こ
と
が
差
別

も

 
解
消 
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

か
い
し
ょ
う

　
 
町
内 
の 
小
中
学
校 
で
も
、
そ

ち
ょ
う
な
い 

し
ょ
う
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

れ
ぞ
れ 
人
権
学
習 
を
人
権 
主
任 

じ
ん
け
ん
が
く
し
ゅ
う 

し
ゅ
に
ん

の 
先
生 
を
は
じ
め
、 

熱
心 
に 
取 

せ
ん
せ
い 

ね
っ
し
ん 

と

り 
組 
ま
れ
て
い
ま
す
。

く

　

ま
た
、 
榎 
の 
実  
学
習
会 （ 
地
区 

え 

み 

が
く
し
ゅ
う
か
い 

ち

く

の
小
中
学
生
の
学
習
会
）
で
は
、

 
将
来 
あ
る 
子 
ど
も
た
ち
が
差
別

し
ょ
う
ら
い 

こ

に 
負 
け
な
い 
力 
を 
養 
う
た
め
、

ま 

ち
か
ら 

や
し
な

 
教
科 
学
習
、
人
権
学
習
を
そ
れ

き
ょ
う
か

ぞ
れ 
週
１
回  
行 
っ
て
い
ま
す
。

し
ゅ
う
い
っ
か
い 
お
こ
な

　

人
権
は
、 

一
部 
の 
人
 々
の
問

い

ち

ぶ
 

ひ
と
び
と

題
や 
努
力 
で
は
な
く
、 

町
民  
全 

ど
り
ょ
く 

ち
ょ
う
み
ん 
ぜ
ん

 
体 
が 
考 
え 
進 
め
な
け
れ
ば
な
ら

た
い 

か
ん
が 

す
す

な
い
こ
と
で
す
。
だ
れ
も
が
、

い
た
わ
り
や 
慈 
し
み
の 
心 
で
、

い
つ
く 

こ
こ
ろ

 
明 
る
く 
笑
顔 
で 
過 
ご
せ
る
よ
う

あ
か 

え

が

お
 

す

皆
さ
ん
と 
一
緒 
に 
学 
び 
行
動 
を

い
っ
し
ょ 

ま
な 

こ
う
ど
う

し
て
い
く
こ
と
が 
大
切 
で
す
。

た
い
せ
つ
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新 
し
い 
体
制 
に
な
り
ま
し
た

あ
た
ら 

た
い
せ
い

 

よ
ろ
し
く
お 
願 
い
し
ま
す

ね
が

　

２
０
０
７ 
年
度 
は
、 
隣
保
館 
・ 
集
会
所 
に 
加 
え
て
、 
新 
し
く 
人
権 

ね

ん

ど
 

り
ん
ぽ
か
ん 

し
ゅ
う
か
い
し
ょ 

く
わ 

あ
た
ら 

じ
ん
け
ん

セ
ン
タ
ー
が 
設
置 
さ
れ
、 
広 
く
人
権
に
つ
い
て 
学 
ん
だ
り
、 
実
践 
す

せ

っ

ち
 

ひ
ろ 

ま
な 

じ
っ
せ
ん

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　
 

次 
の 
職
員 
で 
頑
張 
り
ま
す
の
で
、
ご

つ
ぎ 

し
ょ
く
い
ん 

が

ん

ば

 
協

力
 と

ご 
支
援 
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

き
ょ
う
り
ょ
く 

し

え

ん

 
願 
い
い
た
し

ね
が

ま
す
。

■ 
職
員
紹
介 

し
ょ
く
い
ん
し
ょ
う
か
い

○ 
下
榎
隣
保
館
長 
・ 
集
会
所
長 

し
も
え
の
き
り
ん
ぽ
か
ん
ち
ょ
う 

し
ゅ
う
か
い
し
ょ
ち
ょ
う

（ 
兼   
人
権 
セ
ン
タ
ー 
所
長 
）

け
ん 

じ
ん
け
ん 

し
ょ
ち
ょ
う

 　
 

川
上 　
  

博
史 

か
わ
か
み 

ひ

ろ

し

　

○
下
榎
隣
保
館
・
集
会
所 
指
導
員 
（
兼 
人
権
セ
ン
タ
ー
指
導
員
）

し
ど
う
い
ん

　
 

中
原 　
 

千
鶴 
、

な
か
は
ら 

ち

づ

る 
中
山  
由
紀
子 

な
か
や
ま 

ゆ

き

こ

  

○ 
生
活
相
談
員 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   　

せ
い
か
つ
そ
う
だ
ん
い
ん

 
谷
口 
カ
ナ 
枝 

た
に
ぐ
ち 

え

 

○ 
人
権
教
育
推
進
員 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   

じ
ん
け
ん
き
ょ
う
い
く
す
い
し
ん
い
ん

 
西
村 
さ
つ
み

に
し
む
ら

■ 隣保館 ・ 集会所 の 主 な
り ん ぽ か ん  しゅうかいしょ おも

　 事業 ・ 業務 
じぎょう ぎょうむ

　

・ 隣保館 だより 発行 
り ん ぽ か ん  はっこう

・ 各種学習会 ・ 講座 
かくしゅがくしゅうかい こ う ざ

・各種 交 流会  
こうりゅうかい

・ 囲碁 ・ 将棋大会 
い ご  しょうぎたいかい

・ 解放文化祭 
かいほうぶんかさい

・ 生活相談業務 
せいかつそうだんぎょうむ

　など、 広 く 地域 や 住民 の 皆 
ひろ ち い き  じゅうみん みな

さんがたくさん 参加 しやす
さ ん か

く、 楽 しい 活動 にしたいと 思 
たの かつどう おも

います。

　また、 休日 も 開館 していま
きゅうじつ かいかん

すので、どうぞお 越 しくださ
こ

い。

■ご 利用 ください　 
り よ う り ん ぽ か ん  しゅうかいしょ ろうじん いこい いえ こ と し よ

ち い き  き が る  かつよう こうりゅう ひろ

おも し せ つ  り よ う  ひと といあわ

■ご 相談 ください　
そうだん みな こま なや せいかつそうだんいん

しょくいん かんけいきかん れんらく もんだいかいけつ と く そうだん

そうだんしゃ ひ み つ  かた まも

■ご 意見 などお 寄 せください　
い け ん  よ こ ん ご  りんぽかんかつどう と く

おも ちい よ
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

５月２日（水）～

３０日（水）

●図書館おはなし会
５月１９日（土）１０：００～

場所：図書館絵本コーナー
■「ピクニックの絵本」わらべ

うた、かみしばいなど（無料）

●木のおもちゃづくり
 ５月２０日（日）９：３０～

場所：図書館車庫

■こいのぼりの組み木やパズル

などをつくります（材料費実費）

●サイエンスアカデミー講座
 ５月２６日（土）１０：３０～

場所：図書館資料コーナー

■テーマ：未定

前回公演「けい太の見た夢の中 ｣より

■公演予定　１２月１６日（日）昼・夜２回公演

　

■募集内容　①町民ミュージカルの出演者

　　　　　　②スタッフ（演出・指導助手、大道具、小道具、

　　　　　　衣装、メイクほか）

　

■募集条件　①小学校２年生以上の人（スタッフは高校生以上

　　　　　　の人）

　　　　　　②６月～１２月の本番まで毎週金曜日（１８：３０～

　　　　　　２０：３０）と、毎月１～２回の、土曜日・日曜日の

　　　　　　レッスンに参加できる人（出演者）

　　　　　　③練習場への交通手段は各自でお願いします。

　　　　　　④レッスン料＝１か月１,０００円（１世帯２人目か

　　　　　　らは、１人あたり５００円）の負担をお願いします。

 

■応募方法　応募用紙に必要事項を記入のうえ、５月２０日　

　　　　　　（日）までに（必着）、町文化センターまで提出し

　　　　　　てください。

「
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
応

援
す
る　

人
の
会
」
会

１００

　

●
会
費　

１
口
３
０
０
０
円

●
会
員
の
特
典　

①　

月　

日
（
日
）
の
公
演
当
日
の
チ

１２

１６

ケ
ッ
ト
を
１
枚
（
昼
・
夜
公
演
の
い
ず

れ
か
）、
無
料
で
確
保
し
ま
す
。

②
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
通
信
」
に
よ
り
、
練

習
の
様
子
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
公
開
レ
ッ
ス
ン
、
公
演
前
日
の
リ

ハ
ー
サ
ル
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
入
会
申
込
み　

町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
実
行
委
員
会
（
町
文
化
セ
ン
タ
ー

内
）
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

金
額
自
由
の
資
金
カ
ン

パ
な
ど
も
受
付
け
て
い
ま
す
。
差
入

れ
や
当
日
の
お
手
伝
い
な
ど
の
参
加

も
歓
迎
。
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

　平成１８年度に日野町にまつわる題材でストーリー原案を公募した
ところ、町内から７作品の応募がありましたが、慎重に検討した結果、
今回は残念ながらミュージカルとして採用するに至りませんでした。
　応募された７作品にはお礼の気持ちを込めて参加賞を贈りました。
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届
出　

３
月　

日
～
４
月　

日   
敬
称
略

１１

１０

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　
　

（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

　

３
月
届
出
分

牧
野　

桃
子      
晴
彦
･
真
紀
子   
女
の
子  
根
雨

石
田　
　

萌      
正
也
･
サ
ト
子   
女
の
子  
下
榎

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　

（
年
齢
）　
 　

（
住
所
）

　

３
月
届
出
分

長
尾　

市
男　
　
　

歳　
　

門
谷

９１

藤
原　

光
男　
　
　

歳　
　

根
雨

８７

稲
田　
　

俶　
　
　

歳　
　

根
雨

７９

鷲
見　
　

茂　
　
　

歳　
　

高
尾

８２

横
田　
　

功　
　
　

歳　
　

黒
坂

９１

西
村　
　

進　
　
　

歳　
　

下
榎

６２

　

４
月
届
出
分

清
水　

憲
路　
　
　

歳　
　

上
菅

８１

黒
田　

永
子　
　
　

歳　
　

黒
坂

８４

■西村孝美さんに
は、木工品にかける
意気込み・苦労など
多くお話しいただ
き、改めて手づくり
品のもつ温かさを
実感しました■「広
報ひの」もある意味
手づくり。皆さん
にも何かを感じて
いただきたいな (i)
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　おひさまひろばの時間設定は次のとおりです。

　青空と心地よい風の中、新年度が始まりました。

　３月は町公民館に出かけ、ひなまつり会をしま

した。また、散歩をしながらつくしなどの「春」

も見つけました。

　５月は外で伸び伸びと遊びましょう。

　２３日は町公民館で開きます。お友だちを誘って

遊びに来てくださいね。

　ひのっこ保育所　担当　音田

　　　　　　　　　　　　　　(電話７２－０２３８)

●５月の予定
　

　５月 ２日（水）：外遊び
　

　５月 ９日（水）：折り紙遊び
 

　５月１６日（水）：図書館おはなし会（9：10 ～）
　

　５月 ２３日（水）：わらべうた遊び（町公民館）
　

　５月３０日（水）：外遊び、保健師による子育て
　　　　　　　　  相談　　　　

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

　　

雛
の
う
た
聞
け
ば
父
母
な
つ
か
し
き
（
講
師
）
谷   　

悦
子

　　

や
さ
し
さ
は
風
荒
ぶ
と
も
木
の
芽
立
ち　
       

安
達
つ
る
ゑ

　　

猫
柳
生
け
て
初
心
を
忘
れ
ず
に　
　
  　

荒
木　

習
子

　　

五
つ
六
つ
地
卵
も
ら
う
梅
日
和　
　
 　

勝
瀬　

京
子

　　

蕗
の 
薹 
の
み
な
ぎ
る
力
地
を
破
る　
　
  

川
上　

文
子

と

う

　

ま
ん
さ
く
や
高
速
道
の
つ
き
し
村　
  　

久
城　

霞
渓

　
　

　

早
々
と
雛
を
納
め
て
旅
仕
度　
　
　
     
徳
本
千
鶴
子

　

針
運
ぶ
手
許
そ
こ
は
か
日
脚
伸
ぶ　
　
 
真
壁
富
貴
枝

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

内　容時　間
受付（随時受付けています）９：００～１１：００
絵本読み、室内おもちゃ遊び
（積木、ブロックなど）、ふれ
あい遊び（わらべうたなど）

９：００～

一斉活動９：３０～
外遊び（雨天時：室内遊び）１０：００～
片付け・ティータイム（各自持参）１０：４０～
支援室掃除、次回日程打ち合わせ１０：５０～
あいさつ（終了）１１：００～

入学おめでとう
４月、小学校に入学した新一年生を紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　（５０音順）

■根雨小学校
生田桃佳さん、生塩実優さん、遠藤里奈さん、

景山大地さん、川上純怜さん、柴田和輝さん、

白根姫花さん、瀬田優香さん、高橋美華さん、

長住杏音さん、名越千紗さん、橋本　愛さん、

藤原由樹さん、松本竜輝さん、宮崎　唯さん、

宮田夏実さん、宮脇優花さん、山田翔大さん
　

■黒坂小学校
稲田風花さん、恩田晃妃さん、金川大空さん、

金川黎美さん、久代　倫さん、坂本亜依麻さん、

竹尾桃花さん、谷口綾花さん、長尾和馬さん、

西田一生さん、花倉真紀さん



23 広報ひの

ＭＡＹ（ 皐月 ）
さつき

土１９軽自動車税納期限火 １

日２０乳児健診・ＢＣＧ予防接種　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

月２１法律相談　開発センター　午後１時～
申込み：町社会福祉協議会（７４-０３３８）４月２７日〆切

町農業委員選挙告示火２２木曜日の地区の可燃ごみを収集します水 ２
古紙の収集日（全町）水２３憲法記念日（可燃ごみの収集は休みます）木 ３

不要犬・猫引取り日　日野保健所木２４みどりの日（可燃ごみの収集は休みます）金 ４

金２５こどもの日土 ５

土２６日 ６

町農業委員選挙投票日（予定）日２７健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月 ７

月２８人権相談　開発センター　午後１時～午後３時

火２９歯科検診・フッ素塗布　開発センター
受付：午前９時３０分～午前９時４５分、午後１時～午後１時１５分

火 ８
ペットボトルの収集日（全町）水３０行政相談　開発センター　午前９時～正午水 ９

固定資産税１期分納期限木３１不燃ごみの収集日（全町）

不要犬・猫引取り日　日野保健所木１０

金１１

土１２

日１３

月１４
３歳児健診　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

火１５
資源ごみの収集日（全町）水１６

木１７

金１８

直
通
電
話

72‐0334健康福祉課72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0331総務企画課
72‐0335議会事務局 74‐0212公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課
72‐1167給食センター72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会
72‐1191下榎集会所74‐0225黒坂保育所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター

役場代表番号 (夜間・休日）　72‐0331

（町内の展示コーナーを紹介します）
 ■日野病院展示コーナー
　 開催中（展示希
　望の方はご連絡ください）
　

■山陰合同銀行根雨支店

　５月１４日～６月１８日
 

■蔵美術館
　
　４月２８日～５月２８日
 

■県西部地震展示交流センター
　
　５月８日～７月２７日



広報ひの

　
「
先
日
の
８
日
間
、
根
雨
滞
在
中
は
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
温
か
い
も
て

な
し
を
受
け
嬉
し
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

根
雨
の
オ
シ
ド
リ
は
日
本
一
だ
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
愛
知
県
設
楽
町
や
東
京
明
治

神
宮
な
ど　

か
所
ほ
ど
訪
れ
て
い
ま
す
。

１０

根
雨
に
は
日
参
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
」
こ

れ
は
、
３
週
連
続
で
来
町
さ
れ
た
石
川
県
金

沢
市
、
森
さ
ん
の
便
り
。
能
登
半
島
沖
地
震

被
害
は
な
い
と
の
こ
と
。
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  
森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

わ
ぁ
～
い
。
日
本
一

③

④

⑤

　

新
た
な
気
持
ち
で
一
年
を
ス
タ
ー
ト

　　

待
ち
わ
び
て
い
た
春
が
来
ま
し
た
。
桜
も
満
開
と

な
り
町
じ
ゅ
う
が
花
盛
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
季
は
入
園
式
、
入
学
式
と
年
度
始
め
の
い
ろ

い
ろ
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。
今
日
は
、
黒
坂
、
ひ
の
っ

こ
両
保
育
所
の
入
園
式
に
参
列
し
ま
し
た
。
黒
坂
保

育
所　

人
、
ひ
の
っ
こ
保
育
所
は　

人
、
合
わ
せ
て　

２２

６７

８９

人
の
お
子
さ
ん
で
に
ぎ
や
か
な
式
と
な
り
ま
し
た
。

少
子
化
が
進
む
我
が
ま
ち
に
お
い
て
は
、
夢
を
託
す
大

切
な
子
ど
も
た
ち
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
す
く
す
く
と
成
長
し
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
春
と
い
え
ば
人
事
異
動
の
と
き
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
ち
に
お
い
て
も
恒
例
の
定
期
異
動
を
発
表
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
最
低
限
に
と
ど
め
ま
し
た
。
厳
し

い
財
政
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
職
員
一
人

一
人
が
今
与
え
ら
れ
て
い
る
仕
事
を
確
実
に
こ
な
し
、

ま
ち
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
て
い
く
こ
と
を
第
一

と
考
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
３
月
末
に
３
人
の
退

職
者
が
あ
り
、
現
職
員
数
は　

人
に
な
り
ま
し
た
（
条

６３

例
定
数
は　

人
）。
限
ら
れ
た
人
数
で
仕
事
を
進
め
て

８０

ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
予
算
も
４
月
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

１９

す
。
３
月
議
会
で
承
認
い
た
だ
い
た
一
般
会
計　

億
２８

円
、
特
別
会
計　

億
円
、
合
計
約　

億
円
の
予
算
規
模

２２

５０

と
な
り
、
絞
り
き
っ
た
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
の

貯
金
で
あ
る
基
金
１
億
６
千
万
円
は
温
存
し
、
約
１
億

７
千
万
円
の
赤
字
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
１
年
か
け

て
収
支
の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
（
４ 
月
３
日
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第１３回

『風のいたずら。リーゼントだ』
撮影●玉田　隆さん（広島県福山市）
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